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　成人期の生活スタイルに大きく影響するライ
フイベントは，就職や転職，結婚や離婚，出産
や子育て，そして介護などがあげられる。この
ような仕事や家庭生活に関わる変化を，ライフ
コース上どのように組み立てるのか，ライフコー
スの違いがその後の心身にどのような影響をも
たらすのか。ライフコースの形成やその影響は，
寿命が延伸した社会の関心事となっている。
　高齢者研究においても，心身の加齢変化に
は，高齢期に至るまでの生活環境やライフスタ
イルが関連することが報告されてきた。生活環
境は，個人によってもライフステージによって
も様々であるが，著者が参加する研究プロジェ
クト「ソニック研究（SONIC）1」では，高齢
者の認知能力の保護要因である「活動的な生活
環境」に着目し，成人期における仕事や家事の
複雑性や余暇活動の内容が高齢者の認知能力と
どのように関連するか検討してきた。
　本研究プロジェクトは，心理学以外に，生物
学，医学，歯学，看護学，栄養学，社会学の研
究者が参画する健康長寿研究である。加齢に伴
う心身の変化や，健康に長生きする方の特徴を
調べることを目的に，兵庫県と東京都を調査
フィールドとして，2010年に調査を開始した。
調査内容は，医学検査，歯学検査，運動機能検
査，心理的適応に関する質問紙調査など多岐に
わたり，心身の加齢変化を複数の学問領域から
包括的に検討することができる（写真1）。
　それらの調査項目の一つとして，調査参加者
が最も長く就いた職業と家事の経験について，
インタビューを行ってきた。過去の仕事や家事

について回想的に回答していただくという，方
法論的限界はあるものの，多種多様な職業や家
事の内容を心理社会的に評価する指標の開発を
試みてきた。
　本稿では，環境の複雑性仮説に基づいて，高
齢者の認知能力と生活環境の関連を紹介する。
まず，認知能力の加齢変化を捉える枠組みと，
認知能力の加齢変化に個人差を生み出す生活環
境に関する仮説を紹介する。そして，仕事の複
雑性という概念を扱った研究概要を述べ，環境
の複雑性仮説以外の観点や生活環境を包括的に
捉える必要性について考察する。

認知能力の加齢変化を捉える枠組み
　認知能力の加齢変化を捉える枠組みは，大き
く分けて二つある。一つは，暦年齢（時間）に
伴う平均的な認知能力の変化（加齢曲線）を
記述し，標準的な加齢プロセスと非標準的（病
的）な加齢プロセスを定める枠組みである。こ
の枠組みから捉えた代表的な研究は，ホーンと
キャッテルが提唱した流動性知能と結晶性知能
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写真 1　SONIC 研究の会場調査の様子
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　この考えをスクーラーらは「環境の複雑性
（environmental complexity）」仮説と呼んだ。
本仮説では，刺激や負荷の特性によって個人の
環境の複雑性が規定される。複雑な環境とは，
多様な刺激があり，複雑な判断が必要であった
り，曖昧なことや明らかに矛盾することなどへ
の対応が求められたりする状況である。このよ
うな認知的に負荷のかかる環境では，主体側も
認知能力を高めようと動機づけされ，定着した
認知プロセスを他の状況へ般化すると考える。
したがって，認知的負荷のある活動や知的な活
動に従事する人は，そうでない人よりも能力を
維持向上すると考えられる。 
　なお，環境が高齢期の認知能力の個人差に
影響するメカニズムは複数提案されている。
Sternが提唱した「認知の予備力」仮説は，岩
原・八田（2009）に詳しいので，そちらをご覧
いただきたい。

仕事の複雑性と高齢期の認知能力との関連
　職業は，一般的なライフコースにおいて多く
の人が長期間従事し，生活スタイルに影響する
と考えられることから，高齢期の認知能力を考
える上で重要な生活環境の構成要素である。先
に紹介した「環境の複雑性」仮説に基づけば，
認知的負荷の高い仕事に従事していた人ほど，
複雑な判断が必要であり，高齢期の認知能力が
維持されると仮定される。
　従来の研究では，職業的地位や職種により職
業経験を評価する研究が多かった。これは，職
業的地位によって認知的刺激の量が異なること
を前提としたからである。しかし，同一の職種
や職位であっても，仕事内容や取り組み方は大
きく異なるため，職種だけでは仕事上の認知的
活動を十分評価することはできない。
　そこで，認知的負荷の高い職業経験を評価す
る有効な概念として「仕事の複雑性」が用いら
れてきた。この概念は，仕事において労働者が
どれほど複雑な判断が必要とされるかを表す。
この指標は，アメリカの労働省において，職業
マッチングを目的として作成された。約1万2
千種類の職業について複雑性得点が定義されて

の分類である。シャイエらのシアトル縦断研究
では，流動性知能に関わる処理速度や計算能力
は60歳までに低下しはじめ，推論，空間定位，
記憶は60歳代から低下しはじめること，結晶性
知能に関わる言語能力は75歳頃まで維持され
ると報告した。このように，認知能力のどの領
域がいつ頃から変化するのかについては知見が
蓄積されつつある。一方，なぜ領域により加齢
変化が異なるのか，その機序は明らかではない。
　もう一つの枠組みは，個人レベルで加齢変化
を捉える枠組みである。認知能力の領域にもよ
るが，平均的には高齢になるほど認知能力は低
下する。しかし，個人レベルで変化をみると，
年々低下する一方ではない。先のシアトル縦断
研究のデータを用いた結果では，7年間の変動
幅が標準誤差の範囲内におさまるか否かを基準
とした場合，低下した割合が最も大きい群でも
74歳から81歳の3割から4割であり，知能は比
較的安定した人と低下する人との差が大きいと
指摘されている（鈴木, 2008）。
　このような認知能力の個人差をもたらす要因
は年齢だけでは説明できない。ソニック研究で
は，個人レベルで加齢変化を捉える枠組みの中
で，高齢期の認知能力の個人差をもたらす生活
環境について研究を進めてきた。着目する生活
環境は，ライフステージに応じて，若年期の教
育歴，成人期以降の職業・家事経験，余暇活動
としている。以下では，これらの生活環境が高
齢期の認知能力の個人差と関連することを説明
する仮説を紹介する。

環境の複雑性仮説
　心理学研究の中で，環境が認知能力に影響す
るメカニズムを考える際に拠り所となってきた
のは「use it or lose it（使わなければ失ってし
まう）」という考え方である。これは，認知プ
ロセスやスキルを使わないようになると，それ
らの能力が衰えてしまうという考え方である。
なぜ衰えてしまうのかは，認知モデルによって
異なるが，この考えに基づけば，日常生活で認
知能力を使うようにすれば，少なくとも能力は
安定し，さらには向上すると考える。
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いる。その得点は，一つの職業につき，次の三
つの領域ごとに得点化される。「文字や数字を
扱う情報処理に関わる仕事」，「対人関係に関わ
る仕事」，「手や道具，機械などを操作する仕事」
である。
　ソニック研究では，地域に在住する69歳〜
72歳の824名のデータに基づいて，仕事におい
てどれほど複雑な判断が必要とされるかを表す
指標を作成した（石岡・権藤・増井ら，2015）。
本指標は，日本版の職業に基づく仕事の複雑性
指標に，実際の仕事内容に基づく複雑性と，主
観に基づく複雑な判断の必要性を加味した。そ
うすることで，同じ職業であっても，個人の環
境をより正確に反映することができると考えた。
　分析の結果，職業に基づく仕事の複雑性得点
だけでは認知能力との有意な関連は示されず，
仕事内容と主観に基づく得点を加えた指標で
は「情報処理に関わる仕事」の複雑性が高い人
ほど推論能力が高く，「対人関係に関わる仕事」
の複雑性が高い人ほど記憶力が高いことが示さ
れた。つまり，職業に基づく認知的負荷の違い
だけでなく，実際の仕事内容や取り組み具合に
より，認知能力の個人差が生起する可能性が考
えられた。

職業性ストレスと高齢期の認知能力の関連
　仕事の複雑性指標を用いた研究では，職務上
の認知的刺激が高齢期の認知能
力の個人差をもたらす要因と考
えられる。しかし，仕事の複雑
性は作業上の認知能力の必要性
を重視した概念であり，労働環
境におけるストレス（以下，職
業性ストレスと呼ぶ）による認
知能力への悪影響は考慮してい
ない。
　職業性ストレスに関する研究
では，労働者に身体的・精神的
な急性ストレス反応が生じ，循
環器疾患や免疫機能の低下など
健康に悪影響をもたらすと多く
報告されている。また，ストレ

スによる脳内の反応が慢性化すると，神経変性
が起こり，認知能力の加齢変化にも影響する可
能性が示唆されている。これらを踏まえると，
職業性ストレスは高齢期の健康面にネガティブ
な影響をもたらすと考えられる。しかし，職業
性ストレスがライフステージを超えて長期的に
影響するかについて検討した研究は少数である。
　代表的なストレスモデル「仕事要求度－コン
トロールモデル」に基づいて，中年期の職業性
ストレスを評価し30年後の認知能力との関連
が検討されている（Andel et al., 2012）。この
モデルは，職場での仕事量の要求度と仕事のコ
ントロール度の二つの水準の組み合わせに基づ
いて，仕事の特徴を四つの群に分類する。その
結果，仕事のコントロール度が低かったと回答
した者は認知能力が低く，仕事の要求度とコン
トロール度の両水準が高い活性化群に該当した
者は認知能力が高かったと報告した。理論的に
は，コントロール度が低い仕事はストレス関連
のリスクが高く，活性化群はストレス関連のリ
スクが低いと考えられるため，この結果から職
業性ストレスが高齢期の認知能力を低下させる
可能性が考えられる。
　今後，高齢期の認知能力に対して，職業性ス
トレスによる否定的な影響と，環境の複雑性仮
説に基づく仕事の複雑性の影響を同時に検証す
ることで，職業経験の特性と高齢期の認知能力

環境の複雑性仮説から考える高齢者の認知能力と生活環境

図 1　石岡・権藤・増井ら（2015）の概要図
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との関連をより正確に検討することが望まれる。

職業経験以外の生活環境と高齢期の認知能力
の関連

　仕事生活以外に，家事や余暇活動に多くの時
間を割く人もいる。特に，これから高齢期を迎
える世代の女性は，仕事と家事の両方を経験し
ている人の割合が大きい。家事については，職
業と同じ枠組みで捉え，家事の複雑性や家事の
ストレスを評価することができると考えられ
る。余暇活動については，知的，身体的，社
会的な活動と認知能力との関連が報告されてい
る。職業や家事，余暇活動の区分を超えて，生
活環境の特性を包括的に評価する指標の開発が
望まれる。
　また，生理学的老化が進行する85歳以上の超
高齢者では，活動の種類や活動頻度そのものが
低下するため，仕事や余暇活動以外の観点から
生活環境を検討する必要がある。参考となる研
究として，住宅・近隣環境の客観・主観評価，
ソーシャルサポート，高齢者の認知能力の関連
を示した研究がある。Leeら（2017）は，住宅
や近隣環境に対する客観的評価よりも主観的評
価が，高齢者の認知能力と直接関連し，女性に
おいてはソーシャルサポートによる緩衝効果が
示されたと報告した。生活圏の中心が自宅や近
所となる超高齢者においては，身近な人間関係
や自宅や近隣環境の特性を評価する必要がある。

おわりに
　ここまで，個人レベルで捉えた認知能力の加
齢変化を説明する個人要因として，環境の複雑
性仮説に沿って，生活環境と認知能力の関連を
概観してきた。成人期の生活環境の特性は，認
知能力に対して長期的に関連する可能性が考え
られる。
　一方，本研究領域の課題は多い。まず，どの
生活環境がどの年齢区分の高齢期の認知能力へ
どの程度提供を及ぼすかはよくわかっていな
い。複雑な環境が加齢に伴う低下に影響しうる
のか等を明らかにする必要がある。また，環境
をコントロールする主体の心理学的要因を考慮

する必要性もある。先に紹介した通り，同じ職
業であっても仕事のやり方が個人で異なり，そ
の違いが高齢期の認知能力の個人差と関連する
ことを示唆していたことから，主体の行動に影
響する動機づけや性格特性などの要因を考慮す
ることが期待される。
　一般に，老いに対する否定的な捉え方は根強
く，認知能力の低下による生活への影響は大き
いため，認知能力の加齢変化に対する不安は高
い。しかし，一方的に認知能力は低下するだけ
ではなく，働き方や家庭生活での行動が関連
する可能性がある。自身をより客観的に捉え，
各々の生活にあった年の取り方を考える手立て
となるような，包括的な知見を積み重ねる必要
がある。

1 ソニックの名称は，「70歳代，80歳代，90歳代，100歳
代の方の調査」を意味する英語表記Septuagenarian, 
Octogenarian, Nonagenarian Investigation with 
Centenarian の頭文字を取って並べたものである。
http://www.sonic-study.jp/index.html
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